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若者の思いが届く目黒区に

主権者教育若者議会

愛知県新城市の若者議会で
は、あらかじめ1,000万円の
予算を確保し、提案内容の実現

を“確約”しています。
単なるパフォーマンスとしてではなく、若者
の政治参画を“実現”するために、目黒区でも
若者議会を実施するよう提案しました。

若者からの提案を区が積極的に実現することによって、
「自分たちの力でもまちを変えられるんだ」という成功
体験を積んでもらうことが重要！
これが、後の社会参画につながっていくのです。

悪いのは政治に無関心な若者か、

はたまた行政か？
現状の打開には、
区の歩み寄りが必要です。

“今の若者”の声を区政に反映させる 教育で“未来の主権者”を育成する

若者の考えを区政に反映することは重要で、SNS等で意見を
言える区政を目指します。
子ども議会（若者議会）は限られた児童・生徒しか参加でき
ませんが、すべての児童・生徒が主権者教育に取り組むことが
大切なので、今後の研究課題とします。

若者議会とは？
若い区民が“お試し議員”となり、
自分の考えた政策を本物の議場
でプレゼンする企画。全国300
以上の自治体で実施。
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「どこまでの主権者教育が実践できるか」
は、各先生の熱意や授業準備に割ける時間
数次第で、どうしても差ができてしまいます。
先生方の負担を軽減し、質の高い主権者教

育を全校で行うために、区が授業の
プログラム案（補助資料）を示せない
でしょうか。

2019年9月

2022年1月なにか制度の不備に直面した時に、「どうし
ようもないか」と一人で苦しむのではなく、
「制度の方を変えよう」と民主主義のルー
ルに則った適切な一歩が踏み出せるような
意識づけが大切です。
主権者教育の更なる充実をお願いします。

平成初期には目黒区でも“子ども議会”をやっていました

ブログでもっと
わかりやすく

若い区民不在のまま進む区政

全小・中学校で主権者教育についての全体計画を作成前進
全教員必修eラーニング研修で主権者教育を取り上げる前進

目黒区の対応

目黒区の回答

主権者教育とは？
国や社会の問題を自分事として捉え、自ら考えて判断し、
行動する市民を育てる教育。
教科書の暗記ではなく、賛否の分かれる
問題について他の児童・生徒と議論
するといったプロセスが欠かせない。

今回は「若者政策」について取り上げます。
3年前の選挙の時から「若者の政治参画」を
最重要テーマに掲げて活動している私が、
これまで何度も議会で訴えてきた分野です。

20～30代の投票率は
60代よりも20ポイント低い

若者と区政とを近づける、2つの提案！

現場を視察して勉強！

『主権者教育に関する参考資料』を区が作成し教員に配布前進

目黒区の対応

しんしろ



目黒区議会議員 かいでん和弘
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区政の最新情報を
いち早くつぶやきます。
DMもお待ちしています。

区政に関するご相談を
受け付けています（匿名可）！
ブログ更新の通知も。

Prof  i le

原町小　桜修館1期　北海道大法学部
　コンサル勤務　2019年より現職

チェロ演奏・剣道（2段）・野球観戦・
鉄道・地理歴史・自炊の修行中
　 調味料をレシピ通り入れると、
　 濃くなりすぎることを発見！

経歴

趣味・好きなもの
ＳＮＳで情報発信！フォローお願いします！

28歳・唯一の20代議員
無所属　防災士( )

初の現地開催！

改田和弘
かい でん

お問い合せ先

討議資料

「今の政治、変えなきゃダメだ。でも自分が議員になるのはハードルが高い…」
そんなモヤモヤを抱えている皆さん！！

私も一区民の立場で話し合いに参加します。
若者同士、こんなテーマで意見交換しましょう。

若者向けの政策をもっと手厚く！

10～30代
限定

マスク着用
必須参加無料
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目黒区の出生率

対策開始

2014年当時…1 子育て支援など
頑張った目黒区

2 でも結果は…3
出生率低下の要因のほとんどは、
夫婦間の子ども数が減ったことではなく、
結婚しない人の割合が増えたため（通説）。
子育て家庭の支援策だけでなく、
未婚の若者にフォーカスした施策も
必要です！

ブログで
もっと詳しく

一昨年に私が質問し、その経緯を前回の『でん
でん通信』でもお伝えしていた子どものインフル
エンザ予防接種。この秋から1回あたり1,000
円分が割引されることになりました！

2040年に
出生率1.50を
目指すぞー 男性の育児参加へ

向けた意識啓発

事業者による
ワークライフバランス
実現の支援

保育所増設
待機児童ゼロ達成！！

出生率は横ばいのまま！（むしろ低下）

若者に対する経済的支援を！提案1 妊娠・出産に関する周知啓発を！提案2

実績報告

昨年、私が区政史上初めて指摘した富士
山噴火時の火山灰対策が、この度区の
計画に盛り込まれることになりました。
（先日のトンガの噴火も衝撃的でしたね）

❶子どものインフルワクチン助成、始動！ ❷噴火対策にようやく着手!❶子どものインフルワクチン助成、始動！ ❷噴火対策にようやく着手!

妊娠と年齢の関係（年齢が高くなるほど
妊娠確率が下がることなど）を知らない
若者の多さが指摘されています。
学校での性教育や婚姻届提出時など、
さまざまな機会で妊娠・出産に関する
周知啓発を強化するよう求めました。

貸与型奨学金の返済助成
複数の自治体で返済の助成が行われています。

政治を動かす。主役は若者。

家賃助成
現在は子どものいる世帯と高齢者世帯のみが対象。

など、特に未婚の若者が前向きな人生設計を立て
られるような支援の必要性を訴えました。

Excellent

5月21日（土）午後1時～3時
会場 中根一丁目会議室（都立大学駅徒歩5分）

参加申し込みはこちらから事前
予約制 申込締切：5月19日（木）正午

●現在の生活で困っていること
●将来への不安
●今の政治に対する不満
●政治を変えるため、私たちに何ができる？


